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【はえ縄漁業】 
大西洋における主要なはえ縄漁業国・地域は日本と台湾であ

り、近年は、全漁獲のおよそ 30～40％を占めている（図 1 下）。
2001 年以降、はえ縄漁獲量は 4 万～5 万トン程度で推移して
いたが、近年減少傾向で、2023 年の暫定漁獲量は約 3.7 万ト
ンであった。1956 年に参入した日本のはえ縄は、当初キハダ
とビンナガを漁獲対象としていたが、その後、急速冷凍技術の
導入により、1970 年代半ばから刺身材料としてのメバチの需
要が高まり、本種が主要な漁獲対象になるとともに、はえ縄漁
場は次第に大西洋東部に集中していった。大西洋への参入以来、
努力量は増加を続け、はえ縄の投鈎数は 1996 年にはピークの
1.2 億鈎に達したが、その後減少し 2009 年に実施された国際
減船で日本の努力量は 5,800 万鈎まで減少した。出漁隻数も
1996 年を境に減少傾向に転じ、2015 年には 73 隻に減少した。
2016 年以降やや増加して 2020 年は 87 隻となったが、依然と
して低水準であり、2022 年には 72 隻に再び減少した（図 3）。 

 
【まき網漁業】 
まき網は主にヨーロッパ連合（EU）、特にフランスとスペ

インのまき網が主体であり、近年規模を増加させているガーナ
のまき網を含め、東部大西洋のギニア湾を中心に操業が行われ

ている（図 2）。1990 年代初頭には 71 隻が操業していた EU
のまき網船は、1998 年以来 40～45 隻に減少している。この
EU のまき網船は付き物（もしくは FAD）群れもしくは素群れ
に対する操業の 2 タイプの操業を行うが、1991 年以降 FAD 操
業が増加しており、それに伴いメバチ漁獲量も増加した。近年
では、大西洋のメバチ漁獲量の 30～40％がまき網によるもの
である。まき網による本種の漁獲は 1994 年の約 3.5 万トンを
ピークとして、2007 年の約 1.3 万トンまで減少を続けた。そ
の後、増加に転じ、2016 年に約 3.0 万トンに達したものの、
その後はやや減少もしくは横ばいであり、2020 年以降は約 1.4
～約 1.8 万トンと大きく減少した。これは、2009 年から 2011
年頃まで継続し、その後沈静化したインド洋ソマリア沖を中心
とする海賊行為（IOTC 2014）の影響によりインド洋を漁場と
していた多くのはえ縄・まき網漁船が移動してきたことで、大
西洋での漁獲努力量が増減したことによると思われる。また、
2020 年以降の減少はより広範囲における FAD 禁漁による可
能性が考えられる。 

 
【竿釣り】 
竿釣りは主に、東部大西洋のガーナ、セネガル、アゾレス諸

島、マデイラ諸島、カナリア諸島で操業が行われている（図 2）。
メバチの漁獲サイズは、ガーナでは主に小型（およそ 40～60 
cm）、セネガルでは中型以下（およそ 40～80 cm）、残る 3
か所は小型から大型（およそ 40～120 cm）が主体である。一
方、西部大西洋ではブラジルが主要な竿釣り漁業国であるが、
カツオのみを狙っており、メバチの漁獲はほとんどない。竿釣
りの漁獲量は最近 10 年では約 0.5 万～約 0.9 万トンの間で変
動し、2023 年に約 0.5 万トンの漁獲があった（図 1 下）。 

生物学的特性 
【水平・鉛直分布】 
大西洋においてメバチは、北緯 55 度から南緯 40 度にかけ

てのほぼ全域に広く分布している（図 4）。本種は他のマグロ
類よりも生息深度が深いことが知られているが、大西洋におい

図 2. 主要なまぐろ漁業による大西洋におけるメバチの
漁獲分布（2010～2019年）（ICCAT 2021b） 
青：はえ縄、赤：竿釣り、黄：まき網、灰：その他。 
凡例の丸は上から 3 万トン、6 万トン。 

図 3. 大西洋における日本のはえ縄船の出漁隻数の推移
（1995～2022年、水産資源研究所資料） 

図 4. 大西洋におけるメバチの分布 







令和 6 年度 国際漁業資源の現況  20 メバチ 大西洋 

© 2025 水産庁 水産研究・教育機構 
20― 5 

  
 

  

図7. SS3で推定されたSSB / SSBMSY

（左）と F / FMSY（右）の推移 
（1950～2019年、ICCAT 2021b） 
上段、中段、下段でそれぞれ異なる自
然死亡係数のパターンを設定してい
る。凡例の h はスティープネス、sig
は加入変動を表す。 

図 8. SS3の 27シナリオで推定された資源状態の推移 
（1950～2019年、ICCAT 2021b） 



令和 6 年度 国際漁業資源の現況  20 メバチ 大西洋 

© 2025 水産庁 水産研究・教育機構 
20― 6 

管理方策 
2021 年の資源評価を受け、2021 年 11 月の ICCAT 年次会

合にて熱帯まぐろに関する管理措置が一部改定され、2022 年
の TAC は 6.15 万トンから 6.2 万トンに微増された。しかしな
がら、国・地域別割当量や FAD 管理措置等の管理措置全体に
ついては引き続き検討が続けられた。多数の会合を経て、2024
年の ICCAT 年次会合において熱帯まぐろ保存管理措置が改定
された。TAC は 2024 年の 6.2 万トンから 2025 年～2027 年
は 7.3 万トンに増枠、日本の漁獲枠は 13,866 トンとなる。2026
年と 2027 年の TAC は、2025 年に実施される資源評価に基づ
き、2034 年に資源が過剰漁獲や乱獲に至らない確率が 65％未
満であれば削減が、70％以上であれば増加が、それぞれ 2025
年の年次会合で検討される。 また、まき網等の FAD 操業につ
いて、従来の条約区域全体での 72 日間の FAD 禁漁を、2025
年のみ 45 日間にすることとし、2026 年以降の措置について
は、2025 年の資源評価を基に 2025 年の年次会合で検討する
こととなった。一隻あたりの FAD 数の上限については、従来
の 300 基から 2026～2027 年は 288 基まで削減することとな
った。 
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メバチ（大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

4.7 万～7.5 万トン 
最近（2023）年：6.1 万トン 
平均：6.1 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

0.9 万～1.4 万トン 
最近（2023）年：1.4 万トン 
平均：1.1 万トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS3）による解析 

資源の状態 
（資源評価結果） 

F / FMSY = 0.63～1.35（中央値 1.00） 
SSB / SSBMSY = 0.71～1.37（中央値 0.94） 
2019 年の資源状態は、過剰漁獲ではないが、乱獲状態である 

管理目標 MSY：7.2 万～10.6 万トン（中央値 8.7 万トン） 

管理措置 

〇TAC 
2025 年：7.3 万トン（日本：1.39 万トン） 
 
○FAD 操業の禁漁期 
2025 年：条約区域全体で 45 日間 
 
〇FAD 数制限 
1 隻あたり 300 基まで（2025 年） 
1 隻あたり 288 基まで（2026 年～2027 年） 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2021 年 

次回の資源評価年 2025 年 
     


